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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA Technologies の製品は以下のとおりです。 

■ CA ARCserve® Replication 

■ CA ARCserve® High Availability (HA) 

■ CA ARCserve® Assured Recovery® 

■ CA ARCserve® Content Distribution 

このガイドでは、CA ARCserve RHA という用語は製品ファミリ全体を指しています。

この製品は、以前 CA XOsoft Replication （WANsync）および CA XOsoft High 

Availability （WANsyncHA）として販売されていました。 
 

CA への連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web サイト

（http://www.casupport.jp/resources/storagesupp/）をご覧ください。 

 
 

http://www.casupport.jp/resources/storagesupp/
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第 1 章： はじめに 
 

CA ARCserve RHA リリース ノートへようこそ。 このドキュメントには、CA ARCserve 

RHA 製品ファミリの使用に関する以下の情報が含まれています。 

■ 新機能、サポートが停止された機能、強化機能が既存機能に及ぼす影響

に関する情報 

■ 本製品の出荷後に発見され、ユーザが本製品を使用する前に認識しておく

べき問題 

■ 本リリースに含まれる修正プログラムのリスト  

以前のリリースに関する同様の情報については、サポート サイトの対応するリ

リース サマリを参照してください。  

1. support.ca.com にアクセスします。 

2. ［Get Support］内の［Product Documentation］をクリックします。 

3. ［Select a Product］リストから「CA ARCserve Replication and High Availability」

を選択します。 

4. ［Select a Release］リストから現在のバージョンを選択します。 

5. ［Go］をクリックします。 ドキュメント名のリストが表示されます。 希望するサー

ビス パックのリリース ノートをダウンロードします。  

このドキュメント全体を通じて、「CA ARCserve RHA」という用語は、特に明示しな

い限り、すべての製品を指します。   
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第 2 章： CA ARCserve RHA r16 SP2 
 

このセクションでは、CA ARCserve RHA r16 SP2 の新しい機能、拡張機能、およ

び含まれる修正プログラムについて説明します。 

注： このサービス パックは、r16.5 アルファからのアップグレードをサポートして

いません。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

新しい機能および拡張機能 (P. 9) 

含まれる修正プログラム (P. 13) 

既知の問題 (P. 14) 
 

新しい機能および拡張機能 

CA ARCserve RHA r16 SP2 では、以下の機能がサポートされます。 
 

ベア メタル マシンへのリストアのサポート 

このリリースの CA ARCserve RHA では、ベア メタル マシンへのデータのリストア

がサポートされています。 フェールオーバ/スイッチオーバーを実行した稼働中

のシステム、またはブックマーク リワインド ポイントから、ベア メタル マシン（物理

または仮想）にリストアできます。 この機能では、データのリストアだけでなく、オ

ペレーティング システム、アプリケーション、および他の必要なコンポーネントを

インストールして、ベア メタル マシンが構築されます。  

ベア メタル リカバリには以下の利点があります。 

■ データをリストアする前に、マスタと類似したマシンを構築します。 

■ 類似していないハードウェアに対しても、データのリカバリを行うことができま

す。 

■ データは、ボリューム レベルでリカバリします。 
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NAT サポート 

このリリースでは、NAT （ネットワーク アドレス変換）環境で CA ARCserve RHA を

展開できます。 この機能では、ホスト サーバが NAT デバイスまたはファイア

ウォールの内側にある環境で RHA を設定できます。 たとえば、マスタが NAT デ

バイスの内側、コントロール サービスとレプリカがパブリック ドメイン上にある場

合でも設定が可能です。 

この機能を使用するために、CA ARCserve RHA は RHA NAT ユーティリティを提

供しています。 NAT デバイスの内側にあるホスト上で RHA NAT ユーティリティを

設定します。  

RHA NAT 機能はレプリケーション、リストア、フェールオーバおよびシナリオ管理

をサポートしています。  
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拡張機能 

このリリースの CA ARCserve RHA では、以下の拡張機能が提供されています。 

■ ボリューム スナップショット管理サポート： ボリューム スナップショットが簡略

化され、ボリューム スナップショットを一か所で設定できます。 さらに、ブック

マークの作成中にスナップショットを作成するかどうかを指定できます。 ブッ

クマークの作成中に、このオプションのチェック ボックスを利用できます。  

■ 高度な帯域幅および I/O 制限： 帯域幅スケジューラの機能が拡張され、週

全体で一時間ごとの帯域幅を設定できます。 たとえば、月曜日の 9：00 AM 

は 256 KB、水曜日の 4:00 PM は 192 KB などのように設定できます。 

■ アクティブ サーバのリカバリ： フル システム シナリオでアクティブ サーバのリ

カバリ機能がサポートされました。 この機能を使用して、スイッチオーバーま

たはスイッチバックをシミュレートできます。 

■ 仮想マシンの開始/停止： ［ツール］メニューに、仮想マシンを停止または開

始するための新しいオプションが追加されました。 このオプションは、データ 

リカバリまたはハイ アベイラビリティのフル システム シナリオで利用可能で

す。  

■ すべての VM リソースの削除： ［ツール］メニューに、一時 VM リソースを削

除するための新しいオプションが追加されました。 この操作では、ディスク 

ファイル、スナップショット、および他の一時ファイルなどの一時リソースを削

除できます。 

■ VMware Distributed Virtual Switch： フル システム シナリオに VMware 

Distributed Virtual Switch のサポートが追加されました。 ネットワーク マッピ

ング中に vSphere Distributed Virtual Switch を選択できます。 

■ コントロール サービスのプロキシ サポート： RHA コントロール サービスの 

HTTP プロキシ サポートが追加されました。 このサービスにより、HTTP プロキ

シ サーバを使用して、コントロール サービスを RHA エンジン ホストに接続

できます。 

■ データ リワインドのパフォーマンス： リワインド ポイントのクエリ機能が再構成

され、ユーザ インターフェースが再設計されました。 リワインド中にイベント 

ポイントを高速検索できます。 100 万件のイベントがあっても、応答時間は

高速です。 

■ スケジュール済みブックマーク： ［スケジュール済みブックマークの有効化］

という新規プロパティが追加され、MSSQL のような DB シナリオ、および 

Exchange シナリオのブックマーク スケジュールを作成できるようになりまし

た。 

■ CAVSSSoftProv サービス： CAVSSSoftProv サービスは不要になりました。 
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■ ログ収集ユーティリティ： ログ収集ユーティリティが追加されました。 この

ユーティリティは、マスタとレプリカからのイベント ログと共に、マスタ、レプリ

カ、およびコントロール サービスのログを自動的に取得できます。  

■ アプリケーションの整合性を保つスナップショットを作成： この機能を使用す

ると、RHA エンジンが、Exchange VSS ライタや MSSQL VSS ライタなどのアプリ

ケーション VSS ライタを呼び出して、アプリケーションの整合性を保つスナッ

プショットを作成することができます。 スナップショットは、ブックマーク作成

中にマスタ上で作成されます。 

■ レプリカでアーカイブ属性を保持する： レプリケーション プロパティに追加さ

れた新しいプロパティ。 オンにすると、マスタとレプリカのファイルが同一の

場合、同期中にレプリカ上のアーカイブ属性を保持します。 

■ ローカル アカウント名の保存： ローカル アカウント名をレプリカ マシンで保

持するための、レプリケーション プロパティに追加された新しいプロパティ。 

シナリオを実行する前に、マスタとレプリカの両方で同じローカル ユーザま

たはグループを手動で作成します。 このプロパティをワークグループ環境

で使用します。 このプロパティは Windows マシンにのみ適用可能です。 

■ DNS 更新ツールを使用した DNS リダイレクション： このツールを使用して、

マスタ サーバの DNS A レコードを、レプリカの IP アドレスに解決するように

変更します。 このツールは、［VM の開始/停止］機能を使用して VM を開始

または停止した後に使用します。 RHA エンジンのインストール フォルダにあ

る update_dns.exe ファイルを実行して、このツールを使用することができま

す。 

■ フル システム シナリオのオフライン同期サポート： オフライン同期は、フォ

ワード シナリオ、バックワード シナリオ、およびベア メタル リストア シナリオ

を含むフル システム シナリオに対応するように拡張されました。 
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含まれる修正プログラム 

CA ARCserve RHA r16 SP2 に含まれた修正のリストを以下に示します。 このセク

ションに記述されていない修正点にお気づきの際は、CA サポート までお問い

合わせください。  

 

修正番号 修正番号 修正番号 修正番号 修正番号 修正番号 

T4C4114 

T4C4115 

T5HP064 

T5LE072 

T5LE074 

T5LE075 

T5LE076 

T5LE077 

T5LE078 

T5LE081 

T5LE082 

T5LE083 

T5LE084 

T5LE085 

T5LE087 

T5LE088 

T5LE089 

T5LE090 

T5LE091 

T5LE092 

T5LE095 

T5LE096 

T5LE099 

T5LE100 

T5LF079 

T5LF080 

T5LF081 

T5LF082 

T5LF083 

T5LF084 

T5LF085 

T5LF086 

T5LF087 

T5LF088 

T5LF089 

T5LF090 

T5LF091 

T5LF092 

T5LF093 

T5LF094 

T5LF095 

T5LF096 

T5LF097 

T5LF098 

T5LF099 

T5LF100 

T5LF101 

T5LF102 

T5LF103 

T5LF104 

T5LF105 

T5LF106 

T5LF107 

T5LF108 

T5LF109 

T5LF110 

T5LF111 

T5LF112 

T5LF113 

T5LF114 

T5LF115 

T5LF117 

T5LF118 

T5LF119 

T5LF120 

T5LF121 

T5LF122 

T5LF123 

T5LF124 

T5LF125 

T5LF126 

T5LF127 

T5LF128  

T5LF129 

T5LF130 

T5LF131 

T5LF132 

T5LF133 

T5LF134 

T5LF135 

T5LF136 

T5LF138 

T5LF139 

T5LF140 

T5LT068 

T5LT069 

T5LT070 

T5LT071 

T5LT072 

T5LT073 

T5LT074 

T5LT075 

T5LT076 

T5LT077 

T5LT078 

T5LT080 

T5LT081 

T5LT082 

T5LT083 

T5LT084 

T5TM020 

T5TM021 

T5TM022 

T5TM023 

T5TM024 

T5TM025 

T5TM026 

T5TM027 

T5TM028 

T5TM030 

T5TM031 

T5TM032 

T5TM033 

T5TM034 

T5TM036 

T5TM037 

T5TM038 

T5TM039 

T5TM040 

T5TM041 

T5TM043 

T5TM044 

T5TM045 

T5TM046 

T5TM047 

T5TM048 

T5TM049 

T5TM050 

T5TM051 

T5TM052 

T5TM053 

T5TM054 

T5TM055 

T5TM056 

T5TM057 

T5TM058 

T5TM059 

T5TM060 

T5TM061 

T5TM062 

T5TM064 

T5TM065 

T5TM066 

T5TM067 

T5TM068 

T5TM069 

T5TM070 

T5TM071 
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既知の問題 

以下の問題が本リリースに存在していることが判明しています。 

■ ドック マネージャを使用してパネルを再配置した後に、CA ARCserve RHA の

インターフェースをデフォルトの状態にリセットできない場合は、以下の手順

に従います。 

– ws_gui.exe ファイルの実行ディレクトリを検索します。  

– インターフェースを閉じます。  

– このディレクトリでは、ファイル dock_layout.xml および 

dock_layoutdefault.xml を削除します。 

– インターフェースを再起動します。 

インターフェースの配置がデフォルトのレイアウトに戻ります。  

■ TxF 機能（IIS 7.0）を使用するアプリケーションではリワインドはサポートされ

ていません。  

■ Windows Server 2008 システムにリモートで CA ARCserve RHA エンジンをイ

ンストールする場合、ローカル システムとしてコントロール サービスにログイ

ンするとインストールは失敗します。 これを回避するには、ドメイン管理者ア

カウントを使用してコントロール サービスにアクセスします。  

■ Windows Server 2008 R2 を実行しているコンピュータ上で［コンピュータ名

の切り替え］リダイレクション方式を使用する場合は、フェールオーバが発生

した後、手動でマスタ サーバをドメインに再接続する必要があります。  

■ NetBIOS サーバ名が 15 文字より長いとき、インターネット オプションでプロ

キシが設定されていると、［概要］画面からの CA ARCserve RHA マネージャ

の起動が失敗する場合があります。 プロキシ サーバが解決できるのは DNS 

名のみで、NetBIOS 名は解決できません。   

■ 72 時間後に、ベア メタル マシンは自動的に再起動します。 この問題が該

当するのはフル システム シナリオです。 

■ リカバリ後にベア メタル マシンを起動すると、いくつかのドライバが失われる

場合があります。 これらのドライバは、手動でインストールしてください。  

■ RHA エンジンをアップグレードすると、既存のブックマークおよびリワインド 

ポイントがすべて失われます。 

■ Linux プラットフォーム上の IP 移動リダイレクション方式では、IP の設定は 

ifconfig コマンドによってのみ可能です。 
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■ リモート インストーラを使用してクラスタ上に RHA エンジンをインストールす

る場合、エンジンを物理ノードにインストールし、クラスタ名の代わりに物理

ノードを選択する必要があります。 
 

Microsoft SQL Server 

■ SQL Server シナリオでは、クラスタ サーバ名はスイッチオーバーの後に変更

されますが、再起動プロパティが設定されていてもサーバは再起動されま

せん。  

■ C:¥ のようなブート ボリュームのルート ディレクトリに SQL データ ファイルをイ

ンストールしないでください。 レプリケーション中に、ターゲット ファイルがレ

プリカ サーバ上で開かない場合があり、その結果エラーが発生します。  

■ アシュアード リカバリ シナリオは、ワークグループ内で実行中の SQL サーバ

上で失敗します。 理由は以下です。 

– レプリカ ローカル管理者アカウントは master データベース内のマスタ 

ローカル管理者アカウントによって上書きされます。  

– アプリケーションは、Windows 認証を使用して SQL サーバにログインし

ます。  

この問題を回避するには、SQL 認証または［コンピュータ名の切り替え］リダ

イレクション方式を使用します。  
 



既知の問題 
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フル システム保護 

フル システム シナリオは、マスタ サーバ上でダイナミック ディスクをサポートしま

せん。  

■ Citrix XEN シナリオについては、ディスクに格納されているファイルが使用中

の場合は、仮想マシン上のディスクをマウント解除できません。 

■ Windows ライセンス タイプに応じて、フル システム アシュアード リカバリま

たはスイッチオーバ後に、仮想マシンを再度アクティブにする必要がある場

合があります。 再アクティブ化ポリシーの詳細については、Microsoft の 

Web サイトを参照してください。  

■ ESX のサポートされているバージョンとそれ以外のバージョンが vCenter 

Server によって管理されている「混在環境」では、VMDK を指定したアプライ

アンスにマウントできないため、フル システム シナリオが失敗する場合があ

ります。  この状況を回避するには、環境内のすべての ESX バージョンをサ

ポートされているバージョンにする必要があります。 

■ フル システム シナリオのリストア プロセスを実行する場合は、マスタ上のア

プリケーション サービスを手動で停止する必要があります。そうしないと、リ

ストア後にアプリケーションが破損する場合があります。 リストア後にアプリ

ケーションが破損した場合、問題を解決するには、アプリケーション サービ

スを停止し、同じブックマークまで再度リストアしてください。  

■ CA ARCserve RHA r16 SP2 へのアップグレード: RHA エンジンを以前のリリー

スから r16 SP2 にアップグレードする場合、アップグレードを完了するために

マスタおよびレプリカを尐なくとも 1 回同期する必要があります。 

■ フル システム シナリオの同期中に「アクセスが拒否されました」というメッ

セージを受信した場合は、以下を検討してください。 

■ ファイル レベル同期またはブロック レベル同期の代わりにボリューム レ

ベル同期を使用します。 

■ エンジンのサービス ログオン アカウントをローカル システムに設定しま

す。 マスタ エンジンのサービス ログオン アカウントがローカルまたはドメ

イン管理者であるために、このエラーが発生している可能性がありま

す。 
 



既知の問題 
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CA ARCserve RHA MMC 

■ MMC は、以下の場合にライセンス サーバに接続できないことがあります。 

– デフォルトの HTTP または HTTPS プロキシが、MMC が実行中のホスト上

に設定されている。  

– ライセンス サーバのアドレスがプロキシ バイパス リストに載っていない。  

– プロキシが Web サイトにアクセスするには認証が必要である。 

– Windows アカウントがプロキシへのアクセスに必要な権限を持っていな

い。つまり、現在の MMC ユーザにはプロキシを使用する権限がない。  
 



既知の問題 
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この事態を回避するには、以下の手順に従います。  

– HTTP プロキシ バイバス リストでコントロール サービスを指定します。 

– Internet Explorer の HTTP プロキシ設定を削除して、MMC がコントロー

ル サービスに直接接続できるようにします。 

– 現在のユーザに対して HTTP プロキシ サーバへのアクセスを許可しま

す。 

■ MMC は、Windows インターネット設定を使用してコントロール サービスに

自動接続します。この設定は、サードパーティ アプリケーションによって変

更できます。  

■ CA ARCserve RHA ディスク リソースは、Microsoft Failover Cluster の複数の

ボリューム内でのデータの整合性を保証しません。 データ セット間のデー

タの整合性が必要なアプリケーションについては、すべてのデータを単一

のボリューム上でホストする必要があります。  

■ CA ARCserve RHA ディスク リソースを作成できるのは、クラスタを所有する

ノード上のみです。 たとえば、クラスタ ノード A、B、C、 および D があり、ノー

ド A がクラスタを所有している場合は、ディスク リソースはノード A 上にのみ

作成することができます。  

Oracle Solaris 11 

Solaris 11 で IP 移動リダイレクション方式のシナリオを作成する前に、関連する 

NIC/IP アドレスを Solaris 側で手動モードに設定してください。 

Linux 

■ マスタのルート ディレクトリにおける任意のファイル操作では、SeLinux を無

効にするか、SeLinux セキュリティ コンテキストを変更する必要があります。 

Microsoft Windows 2003 

■ レプリカ サーバが Windows 2003 で、マスタ サーバが Windows 2008 以降

である場合、以下のエラーが発生する可能性があります。 このエラーは、

ハード リンクまたは Transactional NTFS （TxF）ファイル システムの操作を 

Windows 2003 がサポートしていないために発生します。  

イベント ハード リンクの作成 を 

¥¥?¥Volume{b8262eac-30ac-11e1-959c-000c29f6edbe}/<a-file-path> 

に対して実行できません。アクセスが拒否されました。(5) 
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第 3 章： CA ARCserve RHA r16 SP1 
 

このセクションでは、CA ARCserve RHA r16 SP1 の新しい機能、拡張機能、およ

び含まれる修正プログラムについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

新しい機能および拡張機能 (P. 19) 

含まれる修正プログラム (P. 20) 
 

新しい機能および拡張機能 

CA ARCserve RHA r16 SP1 では、以下の機能がサポートされます。 
 

プロキシ サーバ サポート 

CA ARCserve RHA では、プロキシ サーバを使用したレプリケーションが可能です。 

プロキシ サーバを使用するようにシナリオ内の設定ができます。 プロキシ サー

バは、マスタ レプリカ同期およびレプリケーションでのみ使用できるように制限さ

れています。 
 

CA ARCserve D2D サポート 

CA ARCserve RHA では、ファイル システム シナリオ統合オプションを使用した 

CA ARCserve D2D バックアップのネイティブ サポートが提供されます。 
 



含まれる修正プログラム 
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含まれる修正プログラム 

CA ARCserve RHA r16 SP1 に含まれた修正のリストを以下に示します。 このセク

ションに記述されていない修正点にお気づきの際は、CA サポート までお問い

合わせください。  

■ T5TM034 

■ T5LF089 

■ T5TM032 

■ T5LT060 

■ T5LT069 

■ T5LT082 

■ T5LF080 

■ T5LF082 

■ T5LF085 

■ T5LE072 
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第 4 章： 新しい機能および拡張機能 
 

このセクションでは、CA ARCserve RHA （以前の製品名：「 CA XOsoft」）製品ファミ

リの新機能および拡張機能について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

実行時のシナリオの変更 (P. 21) 

クラウド サポート (P. 22) 

クラスタ サポートの拡張 (P. 23) 

安全な通信 (P. 23) 

仮想化拡張機能 (P. 23) 

サポートが終了した機能 (P. 24) 
 

実行時のシナリオの変更 

このリリースから、実行中のシナリオを停止したり、強制的に再同期を行わずに、

シナリオのプロパティを変更できるようになりました。 変更可能なプロパティには、

以下があります。  

■ スプールの設定 

■ Is Alive 値 

■ 帯域幅の設定 

■ スケジュールのプロパティ 
 



クラウド サポート 
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クラウド サポート 

このリリースから、以下の機能が導入されました。 

クラウドへのレプリケート 

手動で EC2 上にレプリカをセットアップする必要なしに、Windows Server 

データのレプリケーション ターゲットとして Amazon Web サービス EC2 クラウ

ド インスタンスを使用できます。 クラウド レプリケーションでは、ファイルおよ

びバイト レベルのレプリケーション、AWS 上で実行される複数の EC2 インス

タンス、フォワード方向のスケジュール済み、定期的、および継続的なレプリ

ケーション、およびクラウドからのリカバリがサポートされます。  

クラウドへのフェールオーバ 

手動で EC2 上にレプリカをセットアップする必要なしに、フル システム保護

のハイ アベイラビリティ ターゲットとして Amazon Web サービス EC2 クラウド 

インスタンスを使用できます。 クラウドへのフェールオーバでは、複数の 

Windows 2003 サーバおよび 2008 R2 サーバのフル システム保護をサポー

トし、EC2 クラウドでのオンライン レプリケーション ターゲット、アプリケーショ

ンおよびサーバのモニタ、フォワード方向への継続的なレプリケーションお

よびクラウドからのオフライン リカバリをサポートします。  

注： これらの機能には、有効かつ設定済みの Amazon Web サービス EC2 アカ

ウントが必要です。 Amazon Web サービスは、公式には Windows 2008 R2 をサ

ポートしていません。この環境でのテスト中に問題が確認されました  
 



クラスタ サポートの拡張 
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クラスタ サポートの拡張 

このリリースから、CA ARCserve RHA は Microsoft Failover Cluster 2008 システム

に以下の保護を提供します。 

■ 共有ストレージ構成で実行される Microsoft Failover Cluster 2008 展開に追

加のオフサイト保護レイヤを提供することにより、単一障害点を除去します。 

CA ARCserve RHA は継続的なレプリケーションを提供することで、共有スト

レージ ハードウェアが全損した場合でも、クラスタ化されたアプリケーション

が引き続き動作できるようにします。 

■ Microsoft のレプリケーション プロバイダとして動作し、Windows Server 2008 

フェイルオーバ クラスタリングで導入される新しい地理的分散クラスタリング

機能を有効にします。 このハイ アベイラビリティ ソリューションは、ローカル 

エリア ネットワーク（LAN）または広域ネットワーク（WAN）を介した遠距離のク

ラスタ ノードの接続を可能にし、自動ディザスタ リカバリを提供するソリュー

ションです。  
 

安全な通信 

このリリースから、サードパーティ VPN を使用することなく、オンプレミスおよびオ

フプレミス サーバ間の通信を保護するために、SSL 128 ビット暗号化がサポート

されるようになりました。 

注： 安全な通信とは VPN 置換でなく、ローカル LAN を拡張せず、ファイア

ウォールも回避しません。  
 

仮想化拡張機能 

このリリースから、フル システム シナリオで以下の仮想プラットフォームがサポー

トされるようになりました。  

■ Microsoft Hyper-V 

■ VMware vSphere 

■ VMware ESX/ESXi 

■ Citrix Xen サーバ 

■ Amazon EC2 
 



サポートが終了した機能 
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サポートが終了した機能 

このリリースで削除された機能はありません。  
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第 5 章： システム情報 
 

このセクションでは、サポート対象オペレーティング システムおよびシステム要

件について説明します。 CA ARCserve RHA をインストールして使用する前に、以

下の情報を確認してください。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

最小ハードウェア要件 (P. 25) 

サポートされている構成： Windows (P. 26) 

サポートされている構成： UNIX/Linux (P. 34) 

サポートされる仮想プラットフォーム (P. 34) 

インストールに関する考慮事項 (P. 35) 
 

最小ハードウェア要件 

CA ARCserve RHA の最小ハードウェア要件については、サポートするオペレー

ティング システムおよびアプリケーション用に指定された最小ハードウェア要件

を参照してください。  
 



サポートされている構成： Windows 
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サポートされている構成： Windows 

サポートされているシステムの最新情報については、こちら 

http://www.casupport.jp/resources/storagesupp/を参照してください。  

全般的な注意事項：  

■ High Availability の BlackBerry サポート（BES）は、CA ARCserve RHA for SQL 

および CA ARCserve RHA for File Servers に含まれています。 

■ CA ARCserve High Availability は、マスタ サーバまたはレプリカ サーバのい

ずれかが Windows ドメイン コントローラ（DC）、DNS サーバ、または SBS 

（Windows Small Business Server）サーバとしても機能する環境ではサポート

されていません。 代わりに CA ARCserve Replication を使用する必要があり

ます。  

■ Itanium 2 プロセッサおよび IA-64 プロセッサはサポートされていません。  

■ CA ARCserve RHA のハードウェア要件は、実行するオペレーティング システ

ムおよびアプリケーションによって異なります。 ご使用のシステムが、CA 

ARCserve RHA のインストール先として予定しているオペレーティング システ

ム、および保護の対象とするアプリケーションの最低限のハードウェア要件

を満たしていることをご確認ください。  
 

CA ARCserve Replication 

ファイル サーバ、SQL 2005/2008/2008 R2/2012、Exchange 

2003/2007/2010、SharePoint 2007/2010 のレプリケーションでは、以下のオ

ペレーティング システムがサポートされています。 

– Windows Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  
 

– Windows Server 2003 Standard Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition R2 （32 ビット、x64）  
 

– Windows 2003 Web Server Edition （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Web Server Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows 2003 Datacenter Edition （32 ビット、x64）  

– Windows Small Business Server 2003 （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Small Business Server （32 ビット、x64） SP1、SP2 （SBS では、Exchange の

フェールオーバはサポートされていません）  
 

http://www.casupport.jp/resources/storagesupp/


サポートされている構成： Windows 
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– Windows Small Business Server 2003 R2 （32 ビット、x64）（SBS では、

Exchange のフェールオーバはサポートされていません）  

– Windows Server 2003 Cluster （32 ビット、x64）、Windows Server 2003 

Cluster SP1 （32 ビット、x64）、（MNS および CCR クラスタはサポートされ

ていません）  

– Windows Server 2003 Cluster R2、SP2 （32 ビットおよび x64）（MNS およ

び CCR クラスタはサポートされていません）  

– Windows Storage Server 2003 SP1 （32 ビットおよび x64） 
 

– Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Datacenter、Web Server 

（32 ビットおよび x64） Itanium ベースのシステムでは、Windows Server 

2008 はサポートされていません。  

– Windows Server 2008 Enterprise Edition R2 (x64) 

– Windows Server 2008 R2 Server Core 

– Windows Storage Server 2008 SP1、SP2 （32 ビットおよび x64） 

– Windows Storage Server 2008 R2 （Workgroup、Standard、および 

Enterprise） 

– Microsoft Virtual PC （32 ビット、x64）（全バージョン）（ゲスト環境のみ）  
 

– Microsoft Virtual Server （全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境の

み）  

– Microsoft Hyper-V（全バージョン）（ゲスト環境のみ） 

– VMware 仮想化製品（ESX、GSX、vCenter サーバおよびワークステー

ションの全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境のみ）  
 



サポートされている構成： Windows 
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Replication に関する注意事項：  

– Replication for Exchange は、SBS（Windows Small Business Server）環境

におけるフェールオーバ/フェールバックではサポートされていません。

しかし、リカバリ用のレプリケーションは完全にサポートされています。  

– Replication for Exchange 2007 で、フェールオーバ/フェールバックに 

ws_ex2e.exe ユーティリティが必要ではなくなり、サポートも停止されまし

た。 フェールオーバおよびフェールバックのプロセスが、Microsoft 

Exchange Management Shell （Microsoft Windows PowerShell を基盤と

した、Microsoft Exchange Server 2007 の新しいインターフェース）を

使って手動で実行できるようになりました。 ws_ex2ex.exe ユーティリティ

は、Exchange 2003 に対して継続してサポートされます。 日本語環境で

は、このユーティリティは Unicode（1 バイト）以外の文字 が Exchange 

Server で引数として使用されている場合のみサポートされることにご注

意ください。  

Full System Replication に対して、以下のオペレーティング システムがサ

ポートされています。  

– Microsoft Windows Server 2003 SP2 

– Microsoft Windows Server 2003 R2 SP2 

– Microsoft Windows Server 2008 SP1、SP2 

– Microsoft Windows Server 2008 R2、SP1 
 

Replication for Oracle に対して、以下のオペレーティング システムがサポー

トされています。 
 

– Windows Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Standard Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition R2 （32 ビット、x64）  
 

– Windows 2003 Web Server Edition （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Web Server Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows 2003 Datacenter Edition （32 ビット、x64）  

– Windows Small Business Server 2003 （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Small Business Server （32 ビット、x64） SP1、SP2 （SBS では、Oracle の

フェールオーバはサポートされていません）  
 



サポートされている構成： Windows 
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– Windows Small Business Server 2003 R2 （32 ビット、x64）（SBS では、

Oracle のフェールオーバはサポートされていません）  

– Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Datacenter、Web Server 

（32 ビットおよび x64） 

– Windows Server 2008 R2 Server Core 

– Microsoft Virtual PC （32 ビット、x64）（全バージョン）（ゲスト環境のみ）  

– Microsoft Virtual Server （全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境の

み）  
 

– Microsoft Hyper-V（全バージョン）（ゲスト環境のみ） 

– VMware 仮想化製品（ESX、GSX、vCenter サーバおよびワークステー

ションの全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境のみ）  
 

Oracle に関する注意事項  

– Oracle では、自動リワインド チェックポイントはサポートされていません。 

代わりに、マニュアルまたはスケジュール済みブックマークを挿入できま

す。  

– Oracle 非同期 IO または Oracle 直接 IO はサポートされていません。 こ

れらが無効になっていることを確認してください。  
 

High Availability  

High Availability for File Server に対して、以下のオペレーティング システム

がサポートされています。 

– Windows Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Standard Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition R2 （32 ビット、x64）  
 



サポートされている構成： Windows 
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– Windows 2003 Web Server Edition （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Web Server Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows 2003 Datacenter Edition （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Cluster （32 ビット、x64）、Windows Server 2003 

Cluster SP1 （32 ビット、x64）、（MNS クラスタはサポートされていません）  

– Windows Server 2003 Cluster R2、SP2 （32 ビットおよび x64）（MNS クラ

スタはサポートされていません）  

– Windows Storage Server 2003 SP1 （32 ビットおよび x64） 
 

– Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Datacenter、Web Server 

（32 ビットおよび x64） 

– Windows Server 2008 Enterprise Edition R2 (x64) 

– Windows Server 2008 R2 Server Core 

– Windows Storage Server 2008 SP1、SP2 （32 ビットおよび x64） 

– Windows Storage Server 2008 R2 （Workgroup、Standard、および 

Enterprise） 

– Microsoft Virtual PC （32 ビット、x64）（全バージョン）（ゲスト環境のみ）  

– Microsoft Virtual Server （全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境の

み）  
 

– Microsoft Hyper-V（全バージョン）（ゲスト環境のみ） 

– VMware 仮想化製品（全バージョンの ESX、GSX、サーバおよびワークス

テーション）（32 ビット、x64）（ゲスト環境のみ）  
 

Exchange 2003/2007/2010、SQL 2005/2008/2008 R2/2012、IIS 6/7.0/7.5、

SharePoint 2007/2010、CRM 4.0 のハイ アベイラビリティでは、以下のオペ

レーティング システムがサポートされています。 

– Windows Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Standard Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition R2 （32 ビット、x64）  
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– Windows 2003 Web Server Edition （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Web Server Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows 2003 Datacenter Edition （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Cluster （32 ビット、x64）、Windows Server 2003 

Cluster SP1 （32 ビット、x64）、（MNS および CCR クラスタはサポートされ

ていません）  
 

– Windows Server 2003 Cluster R2、SP2 （32 ビットおよび x64）（MNS およ

び CCR クラスタはサポートされていません）  

– Windows Storage Server 2003 SP1 （32 ビットおよび x64） 

– Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Datacenter、Web Server 

（32 ビットおよび x64）、R2 

– Windows Server 2008 R2 Server Core 

– Windows Storage Server 2008 SP1、SP2 （32 ビットおよび x64） 

– Microsoft Virtual PC （32 ビット、x64）（全バージョン）（ゲスト環境のみ）  
 

– Microsoft Virtual Server （全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境の

み）  

– Microsoft Hyper-V（全バージョン）（ゲスト環境のみ） 

VMware 仮想化製品（全バージョンの ESX、GSX、サーバおよびワークス

テーション）（32 ビット、x64）（ゲスト環境のみ）  
 

High Availability for Oracle 10/11g に対して、以下のオペレーティング シス

テムがサポートされています。 
  

– Windows Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Standard Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  
 

– Windows Server 2003 Enterprise Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows 2003 Web Server Edition （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Web Server Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows 2003 Datacenter Edition （32 ビット、x64）  
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– Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Datacenter、Web Server 

（32 ビットおよび x64） 

– Windows Server 2008 R2 Server Core 

– Microsoft Virtual PC （32 ビット、x64）（全バージョン）（ゲスト環境のみ）  

– Microsoft Virtual Server （全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境の

み）  
 

– Microsoft Hyper-V（全バージョン）（ゲスト環境のみ） 

– VMware 仮想化製品（全バージョンの ESX、GSX、サーバおよびワークス

テーション）（32 ビット、x64）（ゲスト環境のみ）  

注： Oracle では、自動リワインド チェックポイントはサポートされていませ

ん。代わりに、マニュアルまたはスケジュール済みブックマークを挿入で

きます。   
 

High Availability for Blackberry Enterprise Server （BES）に対して、以下のオ

ペレーティング システムがサポートされています。 

– Windows Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Standard Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows Server 2003 Standard Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64）、Windows 

Server 2003 Enterprise Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  
 

– Windows Server 2003 Enterprise Edition R2 （32 ビット、x64）  

– Windows 2003 Web Server Edition （32 ビット、x64）、Windows 2003 

Web Server Edition （32 ビット、x64） SP1、SP2  

– Windows 2003 Datacenter Edition （32 ビット、x64）  
 

– Windows Server 2003 Cluster （32 ビット、x64）、Windows Server 2003 

Cluster SP1 （32 ビット、x64）、（MNS および CCR クラスタはサポートされ

ていません）  

– Windows Server 2003 Cluster R2、SP2 （32 ビットおよび x64）（MNS およ

び CCR クラスタはサポートされていません）  

– Windows Server 2008 Standard、Enterprise、Datacenter、Web Server 

（32 ビットおよび x64） 

– Windows Server 2008 R2 Server Core 

– Microsoft Virtual PC （32 ビット、x64）（全バージョン）（ゲスト環境のみ）  
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– Microsoft Virtual Server （全バージョン）（32 ビット、x64）（ゲスト環境の

み）  

– Microsoft Hyper-V（全バージョン）（ゲスト環境のみ） 

– VMware 仮想化製品（全バージョンの ESX、GSX、サーバおよびワークス

テーション）（32 ビット、x64）（ゲスト環境のみ）  

注： Blackberry Enterprise Server （BES） 4.1 SP6。 SRP キーの競合のた

めに、BlackBerry HA では Assured Recovery はサポートされていませ

ん。  

フル システム シナリオでは、以下のオペレーティング システムがサポートさ

れています。 

– Microsoft Windows Server 2003 SP2 

– Microsoft Windows Server 2003 R2 SP2 

– Microsoft Windows Server 2008 SP2 

– Microsoft Windows Server 2008 R2 
 

Assured Recovery オプション 

■ Windows 上の CA ARCserve RHA  

■ VSS スナップショット管理が、Windows Server 2003 以降で有効になっていま

す。 
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サポートされている構成： UNIX/Linux 

CA ARCserve RHA は、以下の UNIX/Linux プラットフォームでサポートされていま

す。 

■ UNIX 

– IBM AIX 5.3 TL12、（32 ビットおよび 64 ビット） 6.1 TL7、7.1 TL1（64 ビット

のみ） 

– Oracle Solaris 10、11 SPARC （カーネル レベル 144488 以降）/x86 （64 

ビット）（カーネル レベル 144489 以降） 

■ Linux 

– Red Hat Enterprise Linux バージョン 4 ～ 6.2 （i386 および x86-64） 

– Novell SuSE Linux Enterprise Server 9 ～ 11 SP1 （i386 および x86-x64） 

– CentOS バージョン 4 ～ 6.2 （i386 および x86-x64） 

注： アシュアード リカバリは UNIX/Linux システムではサポートされていません。  

Oracle 11 g R2 はサポートされていますが、32 ビットのクライアントをダウンロード

する必要があります。 詳細については、Oracle の Web サイトで「Separate 32-Bit 

Client Software for 64-Bit Ports」を検索してください。 
 

サポートされる仮想プラットフォーム 

サポートされる仮想プラットフォームについては、CA サポートの「CA ARCserve 

RHA Compatibility Matrix」（互換性マトリクス）を参照してください。 
 

https://support.ca.com/irj/portal/anonymous/phpsupcontent?contentID=%7bC47AC29F-BD86-4D3B-A9F1-249F2876AE5A%7d


インストールに関する考慮事項 

 

第 5 章： システム情報  35  
 

インストールに関する考慮事項 

重要： CA ARCserve RHA のダウンロード イメージが標準的なコンパクト ディスク

（CD）で利用可能なディスク空き容量を超えていることに注意してください。 ダウ

ンロード イメージをメディアにコピーするには、DVD またはフラッシュ ドライブを

使用する必要があります。  

以下の点を考慮してください。 

■ 画面の解像度が 1024×768 以上に設定されていることを確認します。 これ

より解像度が低いと、画面の一部が表示されない可能性があります。  

■ 日本語環境では、［アプリケーションの起動］ダイアログ ボックスが英語で表

示される場合があります。 この問題を回避するには、.NET Framework 日本

語 Language Pack が適用されていることを確認してください。  

■ 必要となる .NET 2.0 Framework は、CA ARCserve RHA コントロール サービス

のインストール時に同時にインストールされます。 ただし、.NET 2.0 

Framework がインストールされていない他の Windows マシンからコントロー

ル サービスに接続しようとすると、必要なコンポーネントのダウンロードとイン

ストールを行うためのサイトのリストが表示されます。 以下の 2 つのリンク 

セットが表示されます。  

■ コントロール サービス マシンへのリンク 

■ Microsoft の Web サイトへのリンク 

リンクのセットから、コントロール サービスへの接続に使用するマシンに適し

たリンクを選択します（32 ビットまたは 64 ビット）。  
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■ Windows Server 2003 R2 および Windows Server 2008 R2 システム上にリ

モート インストールを実行する場合、インストールは CA ARCserve RHA コント

ロール サービスがインストールされるリモート ホストに制限されます。  

■ ファイアウォールに関する問題を避けるために、CA ARCserve RHA エンジン

を Windows Server 2008 のマスタおよびレプリカ サーバへインストールする

際には、setup.exe をローカルで実行してください。その後、シナリオの作成

時の［ホスト上の CA ARCserve RHA エンジンを検証］オプションを無効にしま

す。 これらのマシンにリモートで CA ARCserve RHA エンジンをインストール

する必要がある場合は、Windows Server 2008 のファイアウォールで WMI ト

ラフィック の通過を許可し、すべてのマスタおよびレプリカ マシンでポート 

25000 の設定を行う必要があります。 さらに、Hyper-V シナリオを作成する

場合は、すべてのマスタ、レプリカ、および Hyper-V ゲスト マシン上で ICMP 

エコー応答メッセージを有効にする必要があります。この設定により、 ゲスト 

オペレーティング システムに対して正常に ping を実行できるようになりま

す。  

注： セキュリティが強化された Windows ファイアウォール MMC スナップイン

の使用をお勧めします。 セキュリティが強化された Windows ファイアウォー

ル MMC スナップインを使用して Windows ファイアウォールを使用する方法

の詳細については、Microsoft の Web サイトを参照してください。  

CA ARCserve RHA エンジンをリモートでインストールする前に、以下の方法

で WMI トラフィックがファイアウォールを通過できるように設定します。  

1. ［コントロール パネル］から［セキュリティの設定］を開き、［Windows ファ

イアウォール］をクリックします。  

［Windows ファイアウォール］設定ダイアログ ボックスが開きます。  
 

2. ［設定の変更］、次に［例外］タブをクリックします。  

プログラムとポートのリストが表示されます。  

3. ［Windows Management Instrumentation (WMI)］を選択して WMI トラ

フィックのファイアウォールの通過を許可します。  

4. ［OK］をクリックして、ファイアウォール設定を終了します。 
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5. 通常の方法でエンジンをインストールします。  

6. エンジンのインストールが終了したらマスタおよびレプリカそれぞれのマ

シンについて、Windows ファイアウォールの新規の受信の規則ウイ

ザードで、セキュリティが強化された Windows ファイアウォール MMC ス

ナップインを有効にしてポート 25000 の設定を実行します。  

TCP が選択されていることを確認し、ポート 25000 を［特定のローカル 

ポート］リストに追加します。 接続を許可し、プロファイル（例えば「プライ

ベート」）に設定を適宜適用します。  

注： ポート 25000 がデフォルトの設定です。 このポートは変更すること

ができます。 注： ウィザードの使用方法の詳細については、該当する 

Microsoft の Web サイトを参照してください。  
 

7. （Hyper-V シナリオの場合） CA ARCserve RHA から Hyper-V ゲストオペ

レーティング システムに正常に ping を実行できるようにするため、すべ

てのマスタ、レプリカ、および Hyper-V ゲスト マシンで ICMP エコー応答

メッセージを有効にする必要があります。  

任意の IP アドレスに対する特定の ICMP エコー要求を有効にして接続

を許可するカスタム ルールを作成するには、新規の受信の規則ウイ

ザードを使用してください。  

注： 詳細については、該当する Microsoft の Web サイトを参照してくだ

さい。  
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■ ドメイン コントローラ上への、ACL ベースの認証を使用した CA ARCserve 

RHA コントロール サービスのインストールはサポートされていません。  

■ ［ネットワーク アクセス: ローカル アカウントの共有とセキュリティ モデル］が

［ゲスト］に設定されている Windows XP システムへの CA ARCserve RHA コン

トロール サービスのインストールは、サポートされていません。  

■ 以前のバージョンからのこのリリースにアップグレードした場合、オプション

「既存のインストールのサービス ログオン アカウントを使用」は使用できませ

ん。 これは、製品名が変更されたためです。  

Solaris 11  

■ 以下は、CA ARCserve RHA エンジンを Solaris 11 Sparc または Solaris 11 x86 

ノングローバル ゾーンに インストールする手順です。 CA ARCserve RHA をグ

ローバル ゾーンとノングローバル ゾーンの両方にインストール済みであるこ

とを確認してください。 

1. ノングローバル ゾーンに pkgadd コマンドをインストールします。  

pkg install install/installadm 

2. 必要なファイルをノングローバル ゾーンにコピーします。  

– Solaris 11 Sparc については、「arcserverha_sunos511_sparc.tgz」と

いうファイルをコピーします。 

– Solaris 11 x86 については、「arcserverha_sunos511_i386.tgz」という

ファイルをコピーします。 

3. ノングローバル ゾーンにログインし、該当する tgz ファイルを解凍しま

す。  

Solaris 11 Sparc：  

tar zxvf arcserverha_sunos511_sparc.tgz 

Solaris 11 x86： 

tar zxvf arcserverha_sunos511_i386.tgz 

4. ［ARCserveRHA］フォルダに移動します。  

cd ARCserveRHA 

5. スクリプト install.sh を実行して CA ARCserve RHA エンジンをインストール

します。  
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以下の問題が本リリースに存在していることが判明しています。 

■ ドック マネージャを使用してパネルを再配置した後に、CA ARCserve RHA の

インターフェースをデフォルトの状態にリセットできない場合は、以下の手順

に従います。 

– ws_gui.exe ファイルの実行ディレクトリを検索します。  

– インターフェースを閉じます。  

– このディレクトリでは、ファイル dock_layout.xml および 

dock_layoutdefault.xml を削除します。 

– インターフェースを再起動します。 

インターフェースの配置がデフォルトのレイアウトに戻ります。  

■ TxF 機能（IIS 7.0）を使用するアプリケーションではリワインドはサポートされ

ていません。  

■ Windows Server 2008 システムにリモートで CA ARCserve RHA エンジンをイ

ンストールする場合、ローカル システムとしてコントロール サービスにログイ

ンするとインストールは失敗します。 これを回避するには、ドメイン管理者ア

カウントを使用してコントロール サービスにアクセスします。  

■ Windows Server 2008 R2 を実行しているコンピュータ上で［コンピュータ名

の切り替え］リダイレクション方式を使用する場合は、フェールオーバが発生

した後、手動でマスタ サーバをドメインに再接続する必要があります。  

■ NetBIOS サーバ名が 15 文字より長いとき、インターネット オプションでプロ

キシが設定されていると、［概要］画面からの CA ARCserve RHA マネージャ

の起動が失敗する場合があります。 プロキシ サーバが解決できるのは DNS 

名のみで、NetBIOS 名は解決できません。   
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■  Microsoft SQL Server 

■ SQL Server シナリオでは、クラスタ サーバ名はスイッチオーバーの後に変更

されますが、再起動プロパティが設定されていてもサーバは再起動されま

せん。  

■ C:¥ のようなブート ボリュームのルート ディレクトリに SQL データ ファイルをイ

ンストールしないでください。 レプリケーション中に、ターゲット ファイルがレ

プリカ サーバ上で開かない場合があり、その結果エラーが発生します。  

■ アシュアード リカバリ シナリオは、ワークグループ内で実行中の SQL サーバ

上で失敗します。 理由は以下です。 

– レプリカ ローカル管理者アカウントは master データベース内のマスタ 

ローカル管理者アカウントによって上書きされます。  

– アプリケーションは、Windows 認証を使用して SQL サーバにログインし

ます。  

この問題を回避するには、SQL 認証または［コンピュータ名の切り替え］リダ

イレクション方式を使用します。  
 

フル システム保護 

■ フル システム シナリオは、マスタ サーバ上でダイナミック ディスクをサポート

しません。  

■ Citrix XEN シナリオについては、ディスクに格納されているファイルが使用中

の場合は、仮想マシン上のディスクをマウント解除できません。 

■ Windows ライセンス タイプに応じて、フル システム アシュアード リカバリま

たはスイッチオーバ後に、仮想マシンを再度アクティブにする必要がある場

合があります。 再アクティブ化ポリシーの詳細については、Microsoft の 

Web サイトを参照してください。  

■ ESX のサポートされているバージョンとそれ以外のバージョンが vCenter 

Server によって管理されている「混在環境」では、VMDK を指定したアプライ

アンスにマウントできないため、フル システム シナリオが失敗する場合があ

ります。  この状況を回避するには、環境内のすべての ESX バージョンをサ

ポートされているバージョンにする必要があります。 

■ フル システム シナリオのリストア プロセスを実行する場合は、マスタ上のア

プリケーション サービスを手動で停止する必要があります。そうしないと、リ

ストア後にアプリケーションが破損する場合があります。 リストア後にアプリ

ケーションが破損した場合、問題を解決するには、アプリケーション サービ

スを停止し、同じブックマークまで再度リストアしてください。  
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CA ARCserve RHA MMC 

■ MMC は、以下の場合にライセンス サーバに接続できないことがあります。 

– デフォルトの HTTP または HTTPS プロキシが、MMC が実行中のホスト上

に設定されている。  

– ライセンス サーバのアドレスがプロキシ バイパス リストに載っていない。  

– プロキシが Web サイトにアクセスするには認証が必要である。 

– Windows アカウントがプロキシへのアクセスに必要な権限を持っていな

い。つまり、現在の MMC ユーザにはプロキシを使用する権限がない。  
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この事態を回避するには、以下の手順に従います。  

– HTTP プロキシ バイバス リストでコントロール サービスを指定します。 

– Internet Explorer の HTTP プロキシ設定を削除して、MMC がコントロー

ル サービスに直接接続できるようにします。 

– 現在のユーザに対して HTTP プロキシ サーバへのアクセスを許可しま

す。 

■ MMC は、Windows インターネット設定を使用してコントロール サービスに

自動接続します。この設定は、サードパーティ アプリケーションによって変

更できます。  

■ CA ARCserve RHA ディスク リソースは、Microsoft Failover Cluster の複数の

ボリューム内でのデータの整合性を保証しません。 データ セット間のデー

タの整合性が必要なアプリケーションについては、すべてのデータを単一

のボリューム上でホストする必要があります。  

■ CA ARCserve RHA ディスク リソースを作成できるのは、クラスタを所有する

ノード上のみです。 たとえば、クラスタ ノード A、B、C、 および D があり、ノー

ド A がクラスタを所有している場合は、ディスク リソースはノード A 上にのみ

作成することができます。  

Oracle Solaris 11 

Solaris 11 で IP 移動リダイレクション方式のシナリオを作成する前に、関連する 

NIC/IP アドレスを Solaris 側で手動モードに設定してください。 

Linux 

■ マスタのルート ディレクトリにおける任意のファイル操作では、SeLinux を無

効にするか、SeLinux セキュリティ コンテキストを変更する必要があります。 

Microsoft Windows 2003 

■ レプリカ サーバが Windows 2003 で、マスタ サーバが Windows 2008 以降

である場合、以下のエラーが発生する可能性があります。 このエラーは、

ハード リンクまたは Transactional NTFS （TxF）ファイル システムの操作を 

Windows 2003 がサポートしていないために発生します。  

イベント ハード リンクの作成 を 

¥¥?¥Volume{b8262eac-30ac-11e1-959c-000c29f6edbe}/<a-file-path> 

に対して実行できません。アクセスが拒否されました。(5) 
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CA ARCserve RHA は、以下の言語で使用できます。  

■ 英語 

■ フランス語 

■ ドイツ語 

■ 日本語 

■ イタリア語 

■ スペイン語 

■ ポルトガル語（ブラジル） 

■ 中国語（簡体字） 

■ 中国語（繁体字） 

注: このリリースの CA ARCserve RHA は Unicode BMP （Basic Multilingual Plane、

基本多言語面）のすべての文字をサポートしています。 JIS2004 文字のサポート

には、これらの BMP（Basic Multilingual Plane、基本多言語面）でエンコードされ

たものも含まれますが、サロゲート ペア文字（プレーン 2）は含まれません。  

これらの言語の文字セットは以下でサポートされています。  

■ インストール 

■ フォルダ/ファイル レプリケーション 

■ データベース/テーブル/インスタンス/Exchange メッセージ レプリケーション 

■ 中央管理インターフェース内の、一部のウィザード画面、メニュー、レポート、

およびアラート 

注: これらの言語の文字セットは、警告メールの添付ファイル、ホスト名、インス

トール/ホーム ディレクトリ パス、ユーザ名およびパスワードではサポートされて

いません。 同一のシナリオにかかわるすべてのサーバには、同じ言語パッケー

ジをインストールしておく必要があります。 ただし、同じ言語パッケージが同一ド

メイン内のすべてのサーバに必要なわけではありません。  
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